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本
市
は
昨
年
12
月
11
日
に
事
業
所

税
の
課
税
団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
所
税
と
は
人
口
30
万
人
以
上

の
指
定
さ
れ
た
都
市
な
ど
で
、
都
市

環
境
の
整
備
や
改
善
に
関
す
る
事
業

の
費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
一
定
規

模
を
超
え
る
事
業
を
営
む
法
人
と
個

人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
目
的
税
で

す
。
概
要
は
下
表
の
と
お
り
。
詳
し

く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
申
告
に
関
す
る
説
明
会

日
時
＝
１
月
26
日
㈫
・
27
日
㈬
、
午

前
10
時
、
午
後
２
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
１
月
22
日
㈮
ま
で
に
同

課
☎
８
９
８
―
５
９
６
１
へ

問
い
合
わ
せ
は
　
市
政
発
信
課　

☎
８
９
８
―
６
６
４
４

事業所税の概要
項目 資産割 従業者割

納税義務者 市内の事業所などで事業を行う法人または個人

課税標準 事業所用家屋の延床面積（借り受けている部分を含む） 従業者給与総額（退職金は除く）

課税標準の算定期間
〈法人〉事業年度
〈個人〉１月１日～12月31日

税率 １㎡につき600円 従業者給与総額の100分の0.25

免税点(※) 市内の事業所等の床面積の合計が1,000㎡以下 市内の事業所等の従業者数の合計が100人以下

納税の方法 税金を納める人が課税標準や税額を計算して申告納付

申告納付の時期
〈法人〉事業年度終了の日から２カ月以内（延長制度はありません）
〈個人〉翌年の３月15日まで

「
市
長
へ
の
手
紙
」

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
へ

Q  事業所税の課税対象となるのはどのような人ですか？
A  事業所税は、次のような事業主に対して課税される税金で、資産割と従業者割で構成されています。

�資産割は、市内で事業用として使用する家屋の床面積の合計が1,000m2（免税点）を超える規模で事業を行う
法人か個人
�従業者割は、市内の事業所などの従業者数の合計が100人（免税点）を超える規模で事業を行う法人か個人
Q  なぜ、このような景気の良くない時期に課税を始めるのですか？
A  事業所税は本市が独自に決めた税金ではなく、地方税法に基づき、人口30万人以上の「指定都市等」で課税

が行われる税金です。
　合併で人口30万人以上となった場合、５年間は課税団体の指定は行わないものとされ、５年が経過した昨年
12月に国から課税団体の指定がされ、課税を行わなければならないこととなりました。
Q  具体的にはいつから課税が始まるのですか？
A  法人の場合はことし６月１日以後に決算を迎える事業年度から、個人の場合は本年分（１月１日～12月31

日）の事業から課税の対象になります。

Q  税率を市で決めることはできないのですか？
A  事業所税の税率は地方税法で定められた税率であり、市が独自に税率を決めたり変更したりすることはで

きません。
Q  事業所税はどのようなことに使われますか？
A  事業所税は、都市環境の整備および改善に関する事業の財源に充てるための目的税とされ、道路や公園、学

校などの教育文化施設の整備などのほか、公害防止、防災に関する事業などの財源に充てられます。

教えて！事業所税

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て

Q
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
は
老
朽

化
し
て
い
て
残
念
な
気
が
し
ま
す
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

施
設
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

A
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
は
昨
年

の
10
月
で
41
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

老
朽
化
が
進
ん
で
き
た
た
め
、
再

整
備
に
つ
い
て
の
意
見
が
数
年
前

か
ら
出
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
多
世
代
が
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
現
在
の
公
園
内

で
再
整
備
す
る
基
本
計
画
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
に
は

施
設
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

元
気
21
の
エ
レ
ベ
ー
タ
に

つ
い
て

Q
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
に
行
き

ま
し
た
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降

り
よ
う
と
し
た
と
き
、
急
に
扉
が

閉
ま
っ
て
子
ど
も
だ
け
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り

や
小
さ
い
子
ど
も
を
連
れ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
、
も
う
少
し
扉
の

開
放
時
間
を
延
ば
せ
ま
せ
ん
か
。

A
同
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
車
い
す
対

応
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
開
放
時
間
を

10
秒
、
そ
の
ほ
か
を
５
～
６
秒
に

設
定
し
、
扉
の
閉
ま
る
ス
ピ
ー
ド

も
通
常
よ
り
遅
く
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
常
に
管
理
・

設
置
業
者
と
検
討
を
重
ね
、
事
故

の
な
い
よ
う
安
全
管
理
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
今
回
の
指
摘
を
い
た

だ
い
た
た
め
、
管
理
の
見
直
し
な

ど
に
よ
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
再

検
討
し
た
結
果
、
開
放
時
間
を
延

長
し
ま
し
た
。

休
日
当
番
医
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

Q
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大

流
行
し
て
い
ま
す
が
、
小
児
科
の

休
日
当
番
医
が
前
橋
に
１
カ
所
し

か
な
い
の
は
、
本
当
に
不
便
だ
と

思
い
ま
す
。
幼
児
や
児
童
生
徒
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行

し
て
い
る
時
季
だ
け
で
も
、
休
日

に
診
察
す
る
小
児
科
の
数
は
増
や

せ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
伴

う
小
児
科
の
休
日
当
番
医
に
つ
い

て
は
、
受
診
者
の
増
加
に
よ
り
待

ち
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
前
橋
市
医
師
会
の
協

力
で
、
１
月
３
日
ま
で
小
児
科
当

番
医
を
１
医
療
機
関
増
や
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
昨
年
12
月
か
ら
当

分
の
間
、
日
曜
・
祝
日
の
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
、
夜
間
急
病
診

療
所
で
内
科
・
小
児
科
の
臨
時
診

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
18
㌻
の
休
日
当
番
医

一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

Q
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
平
成
23
年
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
、
群
馬
県
を
対
象
地
域
と
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
前
橋
市
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
方
針
な
の
で
し
ょ
う
か
。

A
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
と
都
道
府
県
単
位
の
地
域
が
連

携
し
て
行
う
全
国
規
模
の
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
本
市
で
は
、
赤
城
山
を
は
じ
め

と
す
る
観
光
資
源
を
全
国
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら

え
、
自
然
、
農
産
物
、
文
化
、
食

な
ど
の
、
特
色
を
生
か
し
た
地
域

資
源
を
掘
り
起
こ
し
磨
き
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
併
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
構

内
の
物
産
館
「
広
瀬
川
」
や
「
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
の
ま
ち
前
橋
」
な
ど

を
通
し
て
、
本
市
の
物
産
や
名
物

料
理
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
市
民
参
加
の
市
政
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
市
政
に
提
言
で
き
る
制

度
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
は
市
長
と
担
当
部
課
で
内
容
を
検
討
し
、
希
望
者
に
は
市
長
が
回
答
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
最
近
寄
せ
ら
れ
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
そ
の
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■皆さんの提言をお待ちしています
　市役所や各支所・出張所など市内57カ所に「市
長への手紙」専用のハガキ（送料無料）を用意
しています。これ以外の用紙で提言する場合は、
市政への意見・住所・氏名・電話番号と「市長
への手紙」と明記し、市役所市政発信課へ郵送
か、ファクス（224-1288）、Ｅメール（tegami
＠city.maebashi.gunnma.jp）で送付してくださ
い。多くの皆さんの提言をお待ちしています。

住みよいまちづくりのために

事業所税の課税が
６月からスタート

　問い合わせは　市民税課　☎898−5961

※免税点は基礎控除ではありません。

リニューアル予定の児童文化センター

文化の薫り漂う広瀬川遊歩道


